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研究実績の概要 

１．緒言 

染色堅ろう度の評価は、これまでの経緯を踏まえて、日本の JIS、国際的な ISOおよび米国の AATCCで定める

ブルースケールに依拠している。その際、光曝露照射の光源としてキセノンアーク灯と共にカーボンアーク灯が

用いられている。特に、わが国では、試験業務におけるカーボンアーク灯の比重は大きい。しかしながら、従来、

永い伝統を有するこれら標準染色布の相互の特性を系統的に検討した報告は見当たらない。キルト製品の保存に

は、こうした情報の集積が不可欠であると考えられる。 

本研究では、3 種類の標準染色布の変退色特性を各試験機関での常用の曝露条件において比較検討することを

前提として、機器的評価方法である色差の算定を行った。色差式の違いによる特性を明らかにすることを目的と

している。 

 

２．実験方法 

試料には、JIS 3,4,5級、ISO 3,4,5級およびAATCC L2, L4を用いた。これらは、実用においての使用頻度が

高いものである。光照射には、キセノンアーク灯と共にカーボンアーク灯を用いた。照射時間設定は、従来の経

験的変退色特性を考慮にいれた5段階で行った。分光測色計により各試料の反射スペクトルを測定した。これに

よりΔELabおよびΔE2000を算出した。 

 

３．実験結果および考察 

照射時間を変化させて変退色の特性を定量化した。キセノンアーク灯およびカーボンアーク灯という光源の違

いによる変退色レベルは大きく異なり、同一照射時間においては、後者における変退色が著しいことが認められ

た。一方、色差に関して、計算式の違いによる計算値への光源の影響は、小さいことが明らかとなった。 

たとえば、JIS 3 級においては、両光源下での変退色試料の結果を混用して求めたΔELabとΔE2000との相関は、

R2＝0.971と良好であった。同様に、4級において R2＝0.993、5級において R2＝0.996であった。しかしながら、

これらにおける両者の傾きには大きな相違があった。すなわち、3級では0.433、4級では0.621、5級では0.778

であった。すなわち、従来、多用されてきたΔELabの値は、新たな提案であるΔE2000では、3級ではその4割強、4

級では 6割強、5級では 8割弱となることが認められた。相互の相関は明確に維持されているが、色味により、

その変換係数は大幅に異なることが明らかとなった。ISO および AATCC 標準布においても同様な実験結果が得ら

れた。 

本研究により、色味の異なる染色布の変退色序列を従来のΔELabによって行うことには問題があることが明らか

となった。これは、キルト保存における光変退の影響評価に資する重要な情報と言える。 
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